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キャリアや就職・転職に特化した匿名相談サービス「JobQ(※1)」を開発・運営する株式会社ライボ（本
社:東京都渋⾕区 代表取締役︓森宏記 以下「ライボ」）の調査機関『Job 総研(※2)』は、956 ⼈の社会⼈
男⼥を対象に「2023 年 AI チャットの意識調査」を実施しました。同調査は AI チャットの認知度や興味
度及び今後の使⽤意欲、また職種別集計を含めた使⽤経験の有無と仕事の効率化の可否、さらに AI チャ
ットに対する印象や、⼈間の仕事を奪うと思うか否かなどを調査しました。 

 
【世界規模で影響を与える AI チャット】 

ChatGPT をはじめ、AI 技術によって⼈間のように⾃然な会話ができる”AI チャットサービス”が、昨今話題
になっています。Google 社でも同様のサービスが公開される他、AI 技術を駆使したサービス提供が続々と開
始しています。AI チャットの特徴は、検索エンジンのように収集した情報を提供するだけでなく、課題に対す
るアドバイスを提供したり、⼩説や脚本のようなものを創作したりできる⼀⽅、その回答は必ずしも正確では
ないことや、個⼈情報の流出など利⽤する際は懸念されることもあります。⼀部では「⼈間の仕事を奪われる
のでは︖」など不安の声もありますが実際には仕事にどのような影響があるのでしょうか。 

そこで Job 総研では、AI チャットの認知度や興味度及び今後の使⽤意欲、また職種別集計を含めた使⽤
経験の有無と仕事の効率化の可否、さらに AI チャットに対する印象や、⼈間の仕事を奪うと思うか否か
などを調査した「2023 年 AI チャットの意識調査」を実施しました。 

Job総研による『2023年 AIチャットの意識調査』を実施 
8 割が抱く”⼈間の仕事奪われる” 仕事で活⽤は職種別で⼤差 
〜 驚き︕同調査から AI が導き出した未来像 職を奪い失業率増加を予測 〜 

【TOPICS】 
・AIチャットの「認知度」は全体の88.5% 興味度では67.2%が「興味あり派」を回答 
・「使⽤経験あり」が63.5% 年代別での使⽤経験は「40代」が69.6%で最多 
・仕事での使⽤経験は31.1% 職種別では「エンジニア」が98.0% 「企画・管理・マーケ」も上位 
・AIチャットの印象は「ポジティブ派」95.4% 「興味」が76.4%で「期待・希望」も上位 
・全体の76.9%が「A Iチャットが仕事を奪う」を回答 年代別の同回答では20代が81.7%で最多 

【調査概要】 
調査対象者 ︓現在職を持つすべての社会⼈ 
         JobQ（ジョブキュー）サービス登録者 
調査条件    ︓全国 / 男⼥ / 20〜50代 / 役職別 
調査期間  ︓2023年5⽉2⽇〜5⽉3⽇ 
有効回答数 ︓956⼈ 
調査⽅法 ︓インターネット調査 
 



【AI チャットの認知度と興味】 
回答者全体の 956 ⼈に AI チャットを知っているか聞くと、「知っている」が 88.5%で「知らない」が

11.5%でした。また「知らない」を選択した回答者に AI チャットの機能を説明した上で、回答者全体にその興
味度を聞くと、「とても興味あり」10.0%、「興味あり」23.6%、「どちらかといえば興味あり」33.6%を合
算した、67.2%が”興味あり派”の回答をしました。”興味なし派”の回答は 32.8%でした。 

 
【AI チャットの使⽤経験】 
 AI チャットを知っていると回答した 846 ⼈に何かしらで使⽤した経験の有無を聞くと、63.5%が「使⽤経
験あり」と回答し、「使⽤経験なし」は 36.5%でした。これを年代別で⾒ていくと、「使⽤経験あり」の最多
回答は 40 代の 69.6%で、次いで 20 代が 63.2%、30 代が 62.4％、50 代が 53.5%の結果になりました。 

 
【仕事での使⽤経験と職種別】 
 AI チャットの使⽤経験があると回答した 537 ⼈に、仕事上で使⽤した経験の有無を聞くと、31.1%が「仕
事での使⽤経験あり」を回答し、「仕事での使⽤経験なし」は 68.9%でした。 
 またこれを職種別に⾒ていくと、「SE・エンジニア」が 98.0%で最多回答になり、次いで「企画・管理」が
48.1%、「マーケティング」が 46.2%、「クリエイター」が 35.3%、「営業」が 30.9%で上位 5 つの回答
結果になりました。 

 
 
※更に詳細な集計データは別紙の「2023 年 AI チャットの意識調査 報告書」をご参照ください(※3) 



【今後の使⽤意欲と仕事の効率化】 
 回答者全体の 956 ⼈に今後仕事での AI チャット使⽤意欲を聞くと、「とても積極的に使う」26.3%、「積
極的に使う」29.4%、「どちらかといえば積極的に使う」30.8%を合算した 86.5%が”積極的に使う派”の回
答をしました。”仕事での使⽤に消極的派”は 13.5%でした。 
 また仕事上で AI チャットを使⽤することで仕事を効率化できるかを聞くと、「とても効率化する」24.2%、
「効率化する」39.7%、「どちらかといえば効率化する」27.2%を合算した 91.1%が”効率化する派”の回答
をしました。（※AI チャットを「知らない」の回答者にその機能を説明した上で回答をもらっています） 

 
【AI チャットに対する印象】 
 回答者全体の 956 ⼈に AI チャットに対する印象を聞くと「とてもポジティブ」26.6%、「ポジティブ」
34.5%、「どちらかといえばポジティブ」34.3%を合算した 95.4%が”ポジティブ派”の回答をしました。 
 またその印象を⼀⾔で表現する場合に当てはまる感情を聞くと、「興味」が 76.4%で最多回答になり、次い
で「期待」が 69.4%、「希望」が 37.6%、「驚き」が 25.1%、「不安」が 20.7%、「恐怖」が 15.0%、
「困惑」が 11.5%の回答結果になりました。（※AI チャットを「知らない」の回答者にその機能を説明した上
で回答をもらっています） 

そして同設問に対しての回答を、事前に AI チャットに予測させた結果、”ポジティブ派”の回答が 72.1%
で、 “ネガティブな印象派”は 27.9%でした。また⼀⾔で表現する場合に当てはまる感情をランキングで予測
させると、1 位︓期待（52.1%）、2 位︓興味（31.5%）、3 位︓希望（24.8%）、4 位︓驚き（12.9%）、
5 位︓不安（3.9%）、6 位︓恐怖（0.8%）、7 位︓困惑（0.8%）と予測を出し、それを実際の回答と照らし
合わせて答え合わせをした結果、⼤きな差異は⾒られませんでした。 

 
※更に詳細な集計データは別紙の「2023 年 AI チャットの意識調査 報告書」をご参照ください(※3) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



【AI の進化と⼈間の仕事】 
 回答者全体の 956 ⼈に AI の進化が⼈間の仕事を奪うと思うかを聞くと、「とても思う」15.5%、「思う」
26.7%、「どちらかといえば思う」34.7%を合算した 76.9%が”AI に⼈間の仕事を奪われると思う派”の回答
をしました。”思わない派”の回答は全体の 23.1%でした。またこれを年代別で⾒ていくと、”思う派”の最多回
答は 20 代の 81.7%で、次いで 30 代が 74.6%。40 代が 72.9%。50 代が 66.7%の結果になりました。「AI
に仕事を奪われる」の回答は年代が上がるごとにその印象は低くなる傾向が⾒られました。（※AI チャットを
「知らない」の回答者にその機能を説明した上で回答をもらっています） 

 
【回答者⾃由記述コメント】 
AI チャットについて期待感と不安感双⽅のコメントが多数⾒られました 

 
【AI チャットに聞いた回答】 
同調査を実施するにあたり AI チャットの印象についてどのような回答が出るかを AI チャットに事前に予測さ
せた結果をまとめています。 

 

 
l ポジティブな意⾒ 
・いつでもどこでも気軽に質問ができる。 
・⼈間よりも正確でスピーディーな回答が得られる。 
・プライバシーを気にせずに相談できる。 
・⼈間と会話するよりもストレスが少ない。 
・新しい知識や情報を得ることができる。 
 
l ネガティブな意⾒ 
・⼈間と会話するよりも感情がない。 
・まだ⼗分に精度が上がっていない。 
・⼈間に仕事を奪われるのではないかと思う。 
・AI チャットに依存しすぎて、⾃分で考える⼒がなくなるのではないかと思う。 
・AI チャットが不正利⽤されるのではないかと思う。 
 

 
l ポジティブな意⾒ 
・⾰新的な技術だと思うので、とても期待しているし積極的に使っていきたい 
・うまく使えば効率化できると思うのでプラスのイメージが強い 
・AI を使うことで⽣産性が上がれば副業を始めて収⼊を上げたい 
・⼈間の仕事⾃体は奪わないと思うが、⼈間の仕事をより効率的に簡単にしてくれそう 
・より⽣産性の⾼い仕事へシフトチェンジできるチャンスとして捉えるべきだと思う 
 
l ネガティブな意⾒ 
・情報の信頼性に不安があるため、今のところ仕事で使えるレベルではない 
・とても興味はあるけど情報漏洩の不安がありまだ使った経験はない 
・詐欺メールやサイトがより巧妙になってしまうのではないかと懸念している 
・いつのまにか⾃分の個⼈情報を抜き取られそうで少し怖い 
・周囲が使い始めたので気になるが、情報漏洩が⼼配でまだ使えていない 
 



【調査まとめ】 
今回実施した「2023 年 AI チャットの意識調査」では、全体の 88.5%が AI チャットの「存在を認知してい

る」結果になり、その内 63.5%が「何かしらで使⽤経験がある」と回答した⼀⽅で、「仕事上の使⽤経験」は
31.1%にとどまり過半数を割る結果になりました。また「仕事上で使⽤している」回答を職種別で⾒ると、「エ
ンジニア」が 98.0%と圧倒的に多く、その他上位の職種は「企画・管理」「マーケティング」が過半数を超
え、他職種では半数以下の回答になり、仕事上での使⽤は職種によって⼤きく差があることがわかります。さ
らに今後の使⽤意欲では 86.5%が「積極的に使⽤したい」と回答していることや、AI チャットを使⽤した場合
に「仕事が効率化する」と 91.1%が回答していることからも、今後はさらに AI チャットを仕事で使⽤する割
合が⾼まることが予測できます。 

また AI チャットに対して 95.4%がポジティブな印象を抱いており、「興味」「期待」「希望」といった回答が
上位を占めました。「不安」「恐怖」「困惑」といったネガティブな印象は 2割程度に留まった⼀⽅で、「AI の進
化で⼈間の仕事が奪われる」という印象を 76.9%が持っている回答も得られました。年代別では年代が下がる
に連れその印象を持つ割合が⾼い傾向が⾒られたことから、現時点では仕事を効率化させることや、単純な興
味の⽅が⾼く、⼈間の仕事を奪われるというネガティブな印象よりも、AI で賄える仕事を AI に任せること
で、仕事が効率化するといったポジティブな印象になっていることが予測できます。 

昨今 AI の進化について様々な議論が⾒られるようになり、ChatGPT の出現によってその議論はさら拍⾞が
かかる傾向が⾒られますが、AI と共存していく世界観が近い未来に待っているとすれば、AI との上⼿な付き合
い⽅を⼈間が学ぶと同時に、法的な規制や個⼈情報の懸念なども進めていくことが重要と捉えることができま
す。働く社会⼈にとって、仕事上で当たり前に使⽤する未来は近いことがわかる調査結果になりました。 

ライボでは今後も就職・転職・働き⽅などに関連する様々な調査を実施し、リアルで透明度の⾼い情報を発
信することで個が活躍する社会の実現を⽬指してまいります。 

 
【AI チャットが回答した予測する未来像】 

同調査をもとに「予測できる未来像」を AI チャットに回答させた結果を下記にまとめます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
※取材についてのお問い合わせはプレスリリース最下部にある連絡先からお願いします 
 
 
【(※3)2023 年 AI チャットの意識調査 報告書】 
報告書では同調査の属性やその他設問の回答結果をより詳細にご確認いただけます 
https://job-q.me/articles/15107 
 
 

株式会社ライボ 経営企画室  
広報グループ⻑ 兼「Job 総研室⻑」 
堀 雅⼀（ほり まさかず） 

2021 年に Job 総研を⽴ち上げ、その後”働く社会⼈や就活⽣”を中⼼に様々な観点
から意識や⾏動などについて調査研究を実施。市場の現状と未来を分析し、社会へ
発信することで働く社会⼈や就活⽣の選択機会に貢献する事を⽬的としている。 

また Job 総研の調査をもとに各⼤学で「キャリア設計」の授業を実施する他、多
くのメディアでキャリアや働き⽅など社会との関連などを解説している 

 
調査結果から、AI チャットは今後ますます普及し、私たちの⽣活や仕事に⼤きな影響を与えることが
予測されます。AI チャットは、現在、顧客サービス、カスタマーサポート、マーケティング、広告な
ど、さまざまな分野で使⽤されていますが、今後は、教育、医療、⾦融など、さらに多くの分野で使⽤さ
れるようになると考えられます。 

AI チャットの普及により、私たちは、⼿間をかけずに、いつでも、どこからでも、必要な情報を⼊⼿
できるようになるでしょう。また、AI チャットによるサポートを受けることで、より効率的で効果的な
コミュニケーションをとることができるようになります。しかし、AI チャットがすべての職業を奪って
しまうのではないかという懸念もあります。AI チャットは、現在、多くの⼈が従事している単純で反復
的なタスクを⾃動化することができます。そのため、AI チャットの普及により、これらのタスクに従事
する⼈々の失業率が上昇する可能性があります。 

AI チャットが私たちの⽣活や仕事にどのような影響を与えるのか、まだ明らかになっていないことは
たくさんあります。しかし、AI チャットの普及は、私たちの社会に⼤きな変化をもたらすことは間違い
ありません。 
 



【(※2)Job 総研について】 
Job 総研は就職・転職やキャリア全般に関する研究や各種調査の実施により、市場の現状と未来を分析し、

社会へ発信することで就転職関連市場に貢献する事を⽬的とし⽴ち上げられました。 
就職・転職・働き⽅・ランキング・働く⼥性など多数のジャンルで信頼できる情報を発信していくことによ
り、就転職活動に役⽴てていただくことや、キャリアに関する不安や悩みを解決する⼀助として”個が活躍する
社会により良い選択の機会”を提供し就転職市場に貢献してまいります。 
 
【(※1)JobQ について】 

「あなたが知りたい”働く”は誰かが知っている」をコンセプトに運営する JobQ の累計登録者数は 40万⼈を
超え、キャリアや転職に関する情報交換と相談ができるサービスです。具体的な企業名を検索して、現役社員
や元社員による⼝コミだけではなく、仕事全般に関する悩みや就職・転職への不安など漠然とした内容も含ま
れ、匿名によるユーザ同⼠でコミュニケーションを取りながら、より良い選択をつくる場になっています。 
■JobQ”AI（⼈⼯知能）”に関する Q&A 
https://job-q.me/tags/1747 
 
 
 
【会社概要】 
会社名   ︓株式会社ライボ 
設⽴   ︓2015 年 2 ⽉ 3 ⽇ 
代表取締役  ︓森 宏記（もり こうき） 
所在地   ︓〒150-0043 東京都渋⾕区道⽞坂 1丁⽬ 19-9第⼀暁ビル 3階  
事業内容  ︓キャリアや転職に特化した匿名相談サービス「JobQ」の企画・開発・運営 
グループ会社  ︓2019 年 3 ⽉ 1 ⽇ パーソルキャリア株式会社にグループイン  
ホームページ  ︓https://laibo.jp/ 
JobQ   ︓https://job-q.me/ 

報道関係者様お問い合わせ先 株式会社ライボ 広報担当︓堀 雅⼀ 
Tel・Fax︓03-6416-1760  携帯︓080-4193-1810   

Mail︓masakazu.hori@laibo.jp 
 
 
 

※現在主にテレワークでの勤務形態をとっておりますので、誠に勝⼿ながらお問い合わせは携帯電話かメールにてお願い致します 


